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三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
調
査
部

の
丸
山
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
日
の
テ
ー
マ
は
「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
を
目
指
す

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
展
望
」
で
す
が
、
私
は
ふ
だ
ん
日

本
や
中
国
の
マ
ク
ロ
経
済
の
動
向
を
ウ
オ
ッ
チ
し
て
い
ま

す
の
で
、
主
に
マ
ク
ロ
経
済
の
観
点
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
つ
い
て
御
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一�

、
日
本
経
済
に
お
け
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

　

こ
こ
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
状

況
を
説
明
し
た
後
、
日
本
の
経
済
・
社
会
に
と
っ
て
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
が
い
か
に
重
要
か
を
確
認
し
た
上
で
、
足
元
の

状
況
を
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
グ
ラ
フ
は
、
訪
日
外
国
人
数
と
消
費
額
の
推
移
で

す
（
図
表
１
）。
い
ず
れ
も
二
〇
一
〇
年
か
ら
順
調
に
増

加
し
て
い
ま
し
た
。
二
〇
一
六
年
、
当
時
の
安
倍
内
閣
が

コ�

ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
を
目
指
す

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
展
望

丸　

山　

健　

太
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策
定
し
た
「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

お
い
て
、
二
〇
二
〇
年
に
四
〇
〇
〇
万
人
、
二
〇
三
〇
年

に
六
〇
〇
〇
万
人
の
訪
日
客
を
迎
え
る
と
い
う
目
標
が
立

て
ら
れ
、
二
〇
二
〇
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
る
中
、
そ
の
達
成
が
現
実
味
を
帯
び
て

い
た
と
い
う
の
が
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
の
状
況
で
し
た
。
し

か
し
、
二
〇
二
〇
年
に
国
内
外
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
流
行
し
、
国
境
を
ま
た
い
だ
ヒ
ト
の
移
動
が
規
制
さ
れ

る
中
で
、
二
〇
二
〇
年
、
二
〇
二
一
年
、
そ
し
て
今
年
二

〇
二
二
年
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
は
い
わ
ば
「
蒸
発
」

し
た
よ
う
な
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
前
（
二
〇
一
九
年
）
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
詳
細

を
見
た
の
が
、
こ
の
二
つ
の
グ
ラ
フ
で
す
（
図
表
２
）。

　

左
は
、
国
籍
・
地
域
別
訪
日
外
客
数
で
す
。
三
一
八
八

万
人
の
う
ち
、
中
国
が
九
五
九
万
人
と
最
も
多
く
、
次
い

で
韓
国
、
台
湾
、
香
港
と
続
き
ま
す
。
東
南
ア
ジ
ア
等
そ

の
他
ア
ジ
ア
を
含
め
る
と
、
全
体
の
八
四
％
を
ア
ジ
ア
か

図表１

訪日外国人数と消費額の推移（年） 
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〔出所〕�　日本政府観光局（JNTO）「訪日外客数・出国日本人数」、観光庁「訪日外国
人消費動向調査」
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ら
の
訪
日
客
が
占
め
て
い
ま
し
た
。

　

右
は
、
費
目
別
の
一
人
当
た
り
消
費
支
出
で
す
。
一

五
・
九
万
円
の
支
出
の
う
ち
、
そ
の
三
分
の
一
に
当
た
る

五
・
三
万
円
を
買
物
代
が
占
め
る
一
方
で
、
日
本
な
ら
で

は
の
体
験
を
す
る
、
い
わ
ゆ
る
コ
ト
消
費
（
娯
楽
等
サ
ー

ビ
ス
費
）
は
六
〇
〇
〇
円
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
な
ぜ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
着
目
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
、
な
ぜ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
か
く
も
重
要
な
の
か
と

い
う
点
を
確
認
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
表
は
、
日
本
人
国
内
旅
行
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
の

比
較
で
す
（
図
表
３
）。
二
〇
一
九
年
の
日
本
人
の
国
内

旅
行
者
数
は
約
五
・
九
億
人
、
消
費
額
は
二
一
・
九
兆

円
、
そ
れ
に
対
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
三
一
八
八
万
人
、

消
費
額
は
四
・
八
兆
円
と
、
い
ず
れ
も
日
本
人
国
内
旅
行

の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
大
き
い
で
す
。
し
か
し
一
方
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
消
費
単
価
は
一
五
・
一
万
円
、
平
均
泊
数
は

三
・
六
泊
と
、
い
ず
れ
も
日
本
人
国
内
旅
行
の
四
倍
を
超

図表２

一人当たり消費支出（費目別、2019年） 国籍・地域別訪日外客数（2019年） 

中国

959万人

韓国

558万人
台湾

489万人

香港

229万人

その他アジア

446万人

ヨーロッパ計

199万人

米国

172万人

オーストラリア

62万人

その他

73万人

訪日外客数

3188万人

（2019年）

買物代

5.3万円

宿泊費

4.7万円

飲食費

3.5万円

交通費

1.7万円

娯楽等サービス費

0.6万円

一人当たり

消費支出

15.9万円

（2019年）

〔出所〕�　日本政府観光局（JNTO）「訪日外
客数・出国日本人数」

〔出所〕�　観光庁「訪日外国人消費動向調査」
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え
る
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
下
の
グ
ラ
フ
で
旅
行
者
数
・
消
費
額
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
比
率
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
日
本
人
国
内
旅
行
で

割
っ
た
数
字
）
を
見
て
み
る
と
、
旅
行
者
数
で
は
五
・

四
％
、
消
費
額
で
は
二
一
・
九
％
で
す
。
い
ず
れ
も
二
〇

一
一
年
以
降
、
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
と
り
わ
け
消
費
額
は

勢
い
よ
く
伸
び
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
旅
行
消
費
額
四
・
八
兆
円
と

は
ど
の
程
度
の
規
模
な
の
か
。
二
〇
一
九
年
の
財
の
輸
出

に
関
し
て
、
金
額
が
大
き
い
上
位
一
〇
品
目
を
順
に
並
べ

て
み
る
と
、
自
動
車
の
一
二
・
〇
兆
円
に
は
及
ば
な
い
も

の
の
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
そ
れ
に
次
い
で
大
き
く
、
半
導

体
等
電
子
部
品
の
四
・
〇
兆
円
を
上
回
っ
て
い
ま
す
の

で
、
日
本
の
主
要
な
輸
出
品
目
の
一
つ
と
言
っ
て
よ
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
金
額
だ
け
で
な
く
、
経
済
全
体
へ
の
波
及
度
ま

で
加
味
し
て
見
て
み
ま
し
た
（
図
表
４
）。
二
〇
一
五
年

図表３

〔出所〕�　日本政府観光局（JNTO）「訪日外客数・出国日本人数」、観光庁「訪日外
国人消費動向調査」

旅行者数・消費額のインバウンド比率 

日本人国内旅行

(a)
インバウンド

(b)
インバウンド比率

(b/a)
旅行者数 5億8710万人 3188万人 5.4%
旅行消費額 21.9兆円 4.8兆円 21.9%
消費単価 3.7万円 15.1万円 4.0倍
平均泊数 0.8泊 3.6泊 4.4倍

日本人国内旅行とインバウンドとの比較（2019年）
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〔出所〕�　観光庁「旅行・観光消費動向調査」、「訪日外国人消費動向調査」、
日本政府観光局（JNTO）「訪日外客数・出国日本人数」
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の
産
業
連
関
表
を
用
い
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
減
少
し
た

場
合
の
日
本
経
済
全
体
へ
の
影
響
を
試
算
し
た
も
の
で
す

が
、
こ
こ
で
は
実
際
に
、
二
〇
一
九
年
の
四
・
八
兆
円
か

ら
二
〇
二
一
年
は
〇
・
一
兆
円
、
す
な
わ
ち
四
・
七
兆
円

減
少
（
九
七
・
五
％
減
）
し
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
ま

す
。

　

波
及
効
果
の
流
れ
は
、
下
の
模
式
図
の
と
お
り
で
す
。

四
・
七
兆
円
の
減
少
分
は
一
次
需
要
の
減
少
の
部
分
に
反

映
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
、
娯

楽
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
業
種
で
売
り
上
げ
が
減
る
。
そ
れ
が

ほ
か
の
産
業
に
波
及
し
、
雇
用
・
所
得
が
減
少
す
る
。
そ

れ
に
よ
っ
て
家
計
が
消
費
を
手
控
え
る
こ
と
で
企
業
の
生

産
活
動
が
停
滞
し
、
さ
ら
に
雇
用
・
所
得
が
減
少
す
る
と

い
う
流
れ
で
す
。
実
際
に
は
ど
ん
ど
ん
後
に
続
い
て
い
き

ま
す
が
、
計
算
の
都
合
上
、
こ
こ
で
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
ま

す
。

　

で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
が
四
・
七
兆
円
減
少
し
た

図表４
 インバウンド消費 ： 2019年4.8兆円 → 21年0.1兆円（97.5%減） 

⇒試算結果（インバウンド消費が4.7兆円減少した場合） 

合計

一次波及効果 二次波及効果
生産減少額（兆円） 10.7 7.9 2.7
粗付加価値減少額（兆円） 5.9 4.3 1.6
労働需要減少数（万人） 107.1 87.0 20.1

（仮定） 
 粗付加価値率、雇用者所得率、労

働力係数等は平成27年（2015年）
産業連関表による 

 波及効果は二次波及効果までを
指し、それ以上の波及効果は含め
ない 

宿泊業
飲食サービス
娯楽サービス

小売
航空

バス・タクシー
鉄道

レンタカー
船舶

一次波及効果 二次波及効果

波及効果の模式図 

（注）�　小数点以下第一位を四捨五入しているため、各効果の和
が合計と一致しないことがある

〔出所〕�　観光庁「訪日外国人消費動向調査」、観光局「訪日外客
数・出国日本人数」、総務省「産業連関表」などを基にM�
URC試算
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結
果
ど
う
な
る
か
。
生
産
（
売
り
上
げ
）
減
少
額
が
一

〇
・
七
兆
円
、
粗
付
加
価
値
減
少
額
が
五
・
九
兆
円
、
労

働
需
要
減
少
数
が
一
〇
七
・
一
万
人
で
す
。
二
〇
一
九
年

は
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
約
五
六
〇
兆
円
、
就
業
者
数
が
六
八
六

〇
万
人
で
し
た
の
で
、
こ
の
数
字
か
ら
考
え
る
と
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
消
費
が
四
・
七
兆
円
減
少
し
た
場
合
、
名
目
Ｇ

Ｄ
Ｐ
を
一
・
一
％
下
押
し
し
、
失
業
率
を
一
・
六
％
押
し

上
げ
る
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
、
注
意
し
て
見
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
労
働
需
要

減
少
数
で
す
。
こ
れ
は
、
売
り
上
げ
や
生
産
の
減
少
に

伴
っ
て
余
剰
と
な
る
労
働
者
数
で
す
が
、
例
え
ば
政
府
に

よ
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
な
ど
下
支
え
の
策
が
あ
れ

ば
、
企
業
は
雇
用
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
た
め
、
実
際
に

は
こ
こ
ま
で
失
業
者
が
増
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
こ
ち
ら
の
数
字
は
、
大
体
こ
れ
ぐ
ら
い
の

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
見
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
こ
の
試
算
し
た
波
及
効
果
が
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業

に
ど
の
程
度
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
見
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
（
図
表
５
）。

　

左
の
グ
ラ
フ
は
、
産
業
別
生
産
減
少
額
で
す
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
減
少
に
よ
っ
て
直
接
的
に
影
響
を
受
け
る
小

売
、
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
対
事
業
所
サ
ー

ビ
ス
（
広
告
業
、
労
働
者
派
遣
業
等
）
や
卸
売
、
電
力
な

ど
、
広
く
経
済
活
動
と
連
動
す
る
よ
う
な
業
種
へ
の
影
響

が
大
き
い
こ
と
が
見
て
と
れ
ま
す
。

　

右
の
グ
ラ
フ
は
、
産
業
別
労
働
需
要
減
少
数
で
す
。
お

お
む
ね
生
産
減
少
額
と
連
動
し
つ
つ
、
小
売
や
飲
食
サ
ー

ビ
ス
と
い
っ
た
労
働
集
約
的
な
業
種
、
す
な
わ
ち
営
業
活

動
に
お
い
て
労
働
投
入
を
多
く
必
要
と
す
る
よ
う
な
業
種

で
の
減
少
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
幅
広
く
、
多
く
の
産

業
に
影
響
す
る
と
い
う
点
で
、
日
本
経
済
に
と
っ
て
重
要

だ
と
言
え
ま
す
。
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さ
ら
に
別
の
観
点
か
ら
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
も
た
ら
す

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
二
つ
指
摘
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
訪
日
観
光
を
通
じ
た
「
日
本
フ
ァ
ン
」
の
育

成
で
す
。
日
本
で
の
観
光
を
楽
し
む
こ
と
を
通
じ
て
日
本

や
日
本
の
モ
ノ
を
好
き
に
な
っ
て
帰
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、

そ
の
国
で
の
対
日
感
情
に
少
な
か
ら
ず
好
影
響
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
し
、
日
本
に
対
し
て
よ
り
よ
い
印
象
を
持

つ
人
の
割
合
が
高
ま
れ
ば
、
政
治
や
国
際
関
係
の
場
で
も

よ
い
影
響
が
及
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
と
り
わ
け
非
耐
久
消
費
財
に
関
し
て
、
輸
出
の

押
し
上
げ
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
例
え
ば
化
粧
品
の
輸

出
金
額
の
推
移
を
み
る
と
、
二
〇
一
五
年
以
降
、
振
れ
を

伴
い
つ
つ
も
規
模
が
ど
ん
ど
ん
拡
大
し
て
い
ま
す
。
も
と

も
と
化
粧
品
は
中
国
人
の
爆
買
い
で
人
気
が
高
く
、
訪
日

消
費
の
主
力
商
品
と
言
っ
て
よ
い
く
ら
い
売
れ
て
い
た
も

の
で
す
が
、
日
本
で
買
っ
た
化
粧
品
を
自
分
で
使
っ
た

り
、
お
土
産
で
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
れ

図表５

産業別労働需要減少数 産業別生産減少額 

0 0.5 1 1.5 2
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宿泊業

飲食サービス

対事業所サービス

卸売

鉄道旅客輸送

電力

娯楽サービス

金融

一次波及効果

二次波及効果

（兆円）

0 10 20 30 40

小売

宿泊業

飲食サービス

対事業所サービス

卸売

鉄道旅客輸送

電力

娯楽サービス

金融

一次波及効果

二次波及効果

（万人）

〔出所〕�　総務省「産業連関表」よりMURC試算 〔出所〕�　総務省「産業連関表」よりMURC試算
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を
気
に
入
っ
た
人
が
今
度
は
輸
入
さ
れ
た
も
の
を
買
う
と

い
う
行
動
も
想
像
で
き
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
日
本
人
の
国
内
旅
行
の
隙

間
を
埋
め
て
、
需
要
を
分
散
・
平
準
化
す
る
た
め
に
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
い
わ
ば
「
利
用
」
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
先
ほ
ど
述
べ
た
と
お
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
よ
り
も
日

本
人
の
国
内
旅
行
の
ほ
う
が
規
模
自
体
は
大
き
い
わ
け
で

す
が
、
休
日
・
休
前
日
や
夏
休
み
に
需
要
が
集
中
す
る
傾

向
が
あ
り
、
そ
れ
を
い
か
に
平
準
化
す
る
か
が
観
光
業
に

と
っ
て
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
基

本
的
に
、
平
日
か
否
か
、
日
本
の
夏
休
み
の
時
期
か
否
か

と
い
う
と
こ
ろ
は
関
係
な
い
た
め
、
時
期
の
平
準
化
を
図

る
際
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
の
地
域
に
集
中
す
る
需
要
の
分
散
・
平
準

化
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
鳥
取
県
は
、
日
本
の
ほ
か
の
地

域
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
の
に
若
干
不
便
な
と
こ
ろ
で
す

が
、
一
方
で
、
空
港
が
あ
る
た
め
海
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

は
よ
く
、
さ
ら
に
「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」
や
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼

太
郎
」
と
い
っ
た
有
名
な
ア
ニ
メ
の
聖
地
と
し
て
打
ち
出

し
た
こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
前
ま
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
集
客

に
成
功
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
人
に
あ
ま

り
人
気
が
な
く
て
も
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
そ
の
需
要
を
埋

め
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
触
れ
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
経
済
・
社
会
に

と
っ
て
重
要
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
そ

の
需
要
は
「
蒸
発
」
し
ま
し
た
。

　

二
〇
一
九
年
一
二
月
に
中
国
の
武
漢
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
初
め
て
発
見
さ
れ
た
当
初
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
発
展
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
地
域
の
風
土
病
に
と
ど
ま

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
観
測
が
支
配
的
で
、
二
〇
二
〇

年
一
月
ま
で
は
多
く
の
外
国
人
が
日
本
を
訪
れ
て
い
ま
し

た
。
と
り
わ
け
二
〇
二
〇
年
は
春
節
が
一
月
二
五
日
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
中
国
か
ら
も
大
勢
の
観
光
客
が
来
て
い

た
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
二
月
に
入
る
と
雲
行
き
が
怪
し
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く
な
り
ま
す
。
日
本
で
も
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ

ス
号
の
中
で
感
染
が
広
が
り
、
コ
ロ
ナ
は
他
人
事
で
は
な

い
と
い
う
雰
囲
気
が
出
て
き
ま
し
た
。
こ
の
月
か
ら
外
国

人
の
入
国
が
制
限
さ
れ
、
そ
の
後
、
段
階
的
に
対
象
を
拡

大
し
た
結
果
、
四
月
以
降
、
訪
日
客
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
な

り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
い
わ
ば
「
蒸
発
」
し
ま
し
た
。

　

今
年
三
月
に
観
光
目
的
以
外
で
の
外
国
人
の
入
国
が
再

開
さ
れ
、
観
光
目
的
で
も
六
月
一
〇
日
か
ら
受
け
入
れ
が

再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
回
復
の
動
き
は
鈍

く
、
直
近
七
月
の
訪
日
客
数
は
一
四
・
五
万
人
と
、
底
ば

い
が
続
く
厳
し
い
状
況
で
す
。

二�

、
短
期
的
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

見
通
し

　

短
期
的
に
は
、
受
け
入
れ
側
で
あ
る
日
本
の
態
勢
と
送

り
出
し
国
・
地
域
の
状
況
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
動
向
を
左

右
す
る
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
日
本
の
訪
日
客
受
け
入

れ
態
勢
と
し
て
は
、
水
際
対
策
の
現
状
、
国
内
の
感
染
状

況
と
人
々
の
感
染
症
へ
の
姿
勢
、
送
り
出
し
国
・
地
域
の

状
況
と
し
て
は
、
主
要
送
り
出
し
国
・
地
域
（
中
国
、
韓

国
、
台
湾
、
香
港
）
の
経
済
状
況
、
感
染
状
況
を
見
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
最
近
、
物
価
を
押
し
上
げ
た
り
企
業
収
益
を

圧
迫
し
た
り
で
何
か
と
悪
者
扱
い
さ
れ
る
足
元
の
急
激
な

円
安
で
す
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
と
っ
て
は
逆
に
プ
ラ
ス

に
な
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
指
摘
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
ず
、
日
本
の
水
際
対
策
の
現
状
で
す
。

　

先
ほ
ど
述
べ
た
と
お
り
、
六
月
一
〇
日
に
観
光
目
的
の

訪
日
客
の
受
け
入
れ
を
制
限
付
き
で
再
開
し
ま
し
た
。
受

け
入
れ
の
対
象
は
、
一
〇
二
の
国
・
地
域
で
、
ア
メ
リ
カ

や
中
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
国
な
ど
で
す
。
ま
た
、
本

日
九
月
七
日
か
ら
入
国
者
数
の
上
限
が
一
日
当
た
り
五
万
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人
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
日
本
の
水
際

対
策
は
、
段
階
的
に
訪
日
客
を
受
け
入
れ
て
い
こ
う
と
い

う
方
針
は
見
え
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
条
件
は
厳
し
い
と

言
え
ま
す
。
入
国
者
数
の
上
限
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
の

帰
国
者
も
含
ん
で
い
ま
す
し
、
仮
に
外
国
人
だ
け
を
考
え

て
も
、
コ
ロ
ナ
前
は
一
日
当
た
り
九
万
人
来
て
い
た
こ
と

を
考
え
る
と
、
五
万
人
で
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
。

　

さ
ら
に
本
日
か
ら
、
三
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
み
の

場
合
、
陰
性
証
明
は
不
要
と
な
り
ま
し
た
が
、
観
光
ビ
ザ

の
取
得
は
必
須
で
す
し
、
添
乗
員
付
き
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ

ア
ー
の
「
添
乗
員
付
き
」
は
消
え
た
も
の
の
、
ま
だ
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
だ
け
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
航
空
券
と
宿
泊
場
所
が
最
初
か
ら
定
ま
っ
て
い
て
、

観
光
の
内
容
も
自
由
に
決
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
や
は
り
旅
行
と
い
う
の
は
、
日
常
か
ら
離
れ
て
自
由

に
行
動
す
る
の
が
一
つ
の
醍
醐
味
で
す
の
で
、
こ
う
い
っ

た
規
制
が
残
っ
て
い
る
こ
と
で
や
や
魅
力
が
減
じ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
二
〇
一
九
年
の
訪
日
客
の
う
ち
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
を
使
わ
ず
個
別
手
配
で
日
本
に
来
た
人
の

割
合
は
七
六
・
六
％
で
す
。
先
進
国
ほ
ど
こ
の
割
合
は
高

い
の
で
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
観
光
ビ
ザ
の
取
得
が
必
須
、
こ
こ
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

回
復
の
妨
げ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
水
際
対
策
を
左
右
す
る
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
日

本
国
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
と
日
本
人
の
感
染
症
に

対
す
る
態
度
が
あ
り
ま
す
。

　

新
規
感
染
者
数
と
死
者
数
の
推
移
を
見
て
み
る
と
、
足

元
で
は
、
七
月
中
旬
以
降
、
感
染
第
七
波
が
続
い
て
い
ま

す
。
今
回
は
感
染
者
数
が
非
常
に
多
い
の
で
す
が
、
死
者

数
は
第
六
波
と
同
程
度
の
水
準
で
死
亡
率
が
低
い
た
め
、

政
府
は
第
七
波
に
お
い
て
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
と
い
っ
た
行
動
制
限
を
課
し
て
い
ま
せ
ん
。

行
動
制
限
が
な
い
こ
と
、
死
亡
率
が
低
い
こ
と
、
ま
た
コ
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コロナ禍からの回復を目指すインバウンド市場の展望

ロ
ナ
禍
が
二
年
半
を
超
え
て
慣
れ
が
出
て
き
た
と
い
っ
た

こ
と
を
背
景
に
、
日
本
人
国
内
延
べ
宿
泊
者
数
は
、
コ
ロ

ナ
前
の
二
〇
一
九
年
同
月
比
で
み
て
も
、
足
元
順
調
に
回

復
し
て
い
ま
す
。「
感
染
症
が
怖
い
か
ら
外
に
出
た
く
な

い
」
か
ら
「
平
常
の
経
済
活
動
を
回
復
さ
せ
よ
う
」
と
い

う
方
向
に
人
々
の
意
識
や
実
際
の
行
動
が
シ
フ
ト
し
て
き

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
今
後
政
府
が
水
際
対
策
の
さ
ら
な
る
緩

和
を
打
ち
出
し
て
も
、
ま
た
そ
の
後
の
訪
日
客
誘
致
の
動

き
に
対
し
て
も
、
恐
ら
く
人
々
の
間
で
そ
れ
ほ
ど
異
論
が

出
る
こ
と
は
な
く
、
訪
日
客
の
歓
迎
ム
ー
ド
が
思
い
の
ほ

か
早
く
出
て
く
る
と
い
う
期
待
も
ま
だ
わ
ず
か
に
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
今
は
ま
だ
水
際
対
策

が
厳
し
い
の
で
、
そ
う
し
た
こ
と
は
も
う
少
し
時
間
が
経

過
し
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

仮
に
日
本
の
水
際
対
策
が
世
論
の
摩
擦
な
く
ど
ん
ど
ん

緩
和
で
き
た
と
し
て
も
、
一
方
で
、
送
り
出
し
国
・
地
域

の
人
々
が
訪
日
で
き
な
け
れ
ば
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
回
復
し

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
コ
ロ
ナ
前
に
訪
日
客
の
七
割
を
占
め

て
い
た
中
国
、
韓
国
、
台
湾
、
香
港
の
経
済
状
況
と
感
染

状
況
を
確
認
し
て
み
ま
す
。

　

中
国
と
香
港
は
、
強
力
な
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
に
よ
り
行

動
制
限
が
非
常
に
強
い
た
め
、
経
済
活
動
は
足
元
で
弱
い

動
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。
香
港
で
は
、
二
〇
二
〇
年
に
国

家
安
全
維
持
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
や
、
今
年
七
月
、
中

国
に
近
い
と
さ
れ
る
李
家
超
（
ジ
ョ
ン
・
リ
ー
）
氏
が
行

政
府
の
ト
ッ
プ
に
就
任
し
た
こ
と
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

政
策
に
お
い
て
中
国
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
感
染
対
策
に
関
し
て
も
同
様
で
す
。

　

中
国
で
は
、
今
秋
一
〇
月
一
六
日
に
共
産
党
大
会
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
重
要
な
政
治
日
程
を
控

え
る
中
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
政
策
変
更
は
難
し
い
ほ

か
、
来
年
六
～
七
月
に
か
け
て
中
国
で
開
催
予
定
だ
っ
た

サ
ッ
カ
ー
の
国
際
大
会
（
Ａ
Ｆ
Ｃ
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
）
の
開
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催
権
を
既
に
返
上
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く

と
も
来
年
の
夏
場
ま
で
は
行
動
制
限
が
続
く
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
も
っ
と
長
い
と
こ
ろ
で
言
う

と
、
習
近
平
氏
に
近
い
と
言
わ
れ
る
北
京
市
ト
ッ
プ
の
蔡

奇
氏
が
先
日
、「
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
を
あ
と
五
年
は
堅
持

す
る
」
と
発
言
し
、
後
で
こ
の
発
言
は
削
除
さ
れ
ま
し
た

が
、
来
年
と
言
わ
ず
も
っ
と
長
く
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
が
続

く
懸
念
が
あ
り
ま
す
の
で
、
中
国
と
香
港
で
は
当
面
厳
し

い
経
済
状
況
が
続
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
韓
国
と
台
湾
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
落
ち

込
み
が
小
さ
く
、
そ
の
後
も
比
較
的
早
く
回
復
し
ま
し

た
。
そ
の
背
景
に
は
、
こ
れ
ら
の
国
が
半
導
体
を
主
要
な

輸
出
産
業
と
し
て
抱
え
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
世
界

的
に
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
い
っ
た

デ
ジ
タ
ル
機
器
へ
の
需
要
が
高
ま
る
中
、
半
導
体
の
輸
出

が
堅
調
に
推
移
し
た
こ
と
で
経
済
状
況
は
か
な
り
良
好
で

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
韓
国
と
台
湾
に
関
し
て
は
、
中
国
や
欧

米
の
外
需
が
下
支
え
し
て
き
た
と
言
え
ま
す
が
、
今
後
、

中
国
で
は
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
が
、
欧
米
で
は
、
高
イ
ン
フ

レ
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
の
利
上
げ
が
景
気
を
冷
や

す
懸
念
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
世
界
経
済
が
減
速
す

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
韓
国
や
台
湾
の
景
気
も
下
振

れ
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
当
然
、
経
済
状
況
が
悪
く

な
れ
ば
国
民
の
所
得
も
そ
れ
と
連
動
し
て
落
ち
込
み
ま
す

の
で
、
海
外
旅
行
の
た
め
の
原
資
が
減
少
し
、
訪
日
の
意

欲
も
減
退
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
回
復
に
と
っ
て
も
悪
影
響
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

中
国
、
韓
国
、
台
湾
、
香
港
の
感
染
状
況
に
つ
い
て

は
、
今
年
三
～
六
月
に
か
け
て
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
流
行
で

感
染
が
拡
大
し
、
そ
の
後
ピ
ー
ク
は
超
え
た
も
の
の
、
足

元
で
再
び
感
染
が
拡
大
す
る
よ
う
な
気
配
も
あ
り
ま
す

し
、
Ｂ
Ａ
・
五
型
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
へ
の
警
戒
感
が
依
然
強

い
た
め
、
こ
れ
ら
四
つ
の
国
・
地
域
に
お
い
て
は
、
行
動
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制
限
や
水
際
対
策
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
い
う

の
が
現
状
で
す
。

　

そ
う
な
る
と
当
然
日
本
と
し
て
も
、
国
内
の
感
染
対
策

と
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、
水
際
対
策
の
緩
和
や
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
振
興
に
本
腰
を
入
れ
る
の
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
送
り
出
し
国
・
地
域
の
側
で
水
際
対
策
が
続
く

と
、
日
本
で
観
光
を
終
え
て
本
国
に
帰
国
す
る
際
に
も
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
や
隔
離
が
求
め
ら
れ
、
仮
に
陽
性
に
な
っ
た
場

合
は
日
本
に
と
ど
め
置
か
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
狂
い
が
生
じ
た
り
、
宿
泊
日
数
が
延
び
た
り

す
る
こ
と
で
宿
泊
代
も
か
さ
む
と
い
っ
た
リ
ス
ク
が
あ
る

た
め
、
日
本
を
は
じ
め
海
外
に
行
く
ハ
ー
ド
ル
が
上
が
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
国
・
地
域
で

感
染
状
況
や
感
染
症
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
が
あ
る
程
度

落
ち
着
く
こ
と
が
訪
日
需
要
回
復
の
必
要
条
件
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　

以
上
、
主
な
送
り
出
し
国
・
地
域
の
経
済
状
況
、
感
染

状
況
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
を
鑑
み
る
と
、
す
ぐ

に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
回
復
す
る
の
は
難
し
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

短
期
的
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
悲
観

的
な
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
が
、
逆
に
、
足
元
で
急
速
に
進

行
す
る
円
安
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
回
復
の
追
い
風
に
な
る
と

い
う
点
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

例
え
ば
一
元
＝
一
六
円
の
時
期
に
日
本
へ
来
た
場
合
、

一
万
元
の
予
算
を
持
っ
て
い
る
人
は
日
本
で
一
六
万
円
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
足
元
で
は
二
〇
円
を
超

え
る
水
準
ま
で
円
安
が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
今
日
本
に

来
れ
ば
、
同
じ
一
万
元
の
予
算
で
も
二
〇
万
円
使
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
海
外
旅
行
の
計
画

を
立
て
る
と
き
に
は
基
本
的
に
、
現
地
の
通
貨
で
は
な
く

自
国
の
通
貨
で
予
算
を
組
み
ま
す
。
こ
う
し
た
単
純
な
価

格
の
効
果
に
加
え
て
、
円
安
に
な
れ
ば
海
外
の
人
に
と
っ
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て
日
本
へ
の
旅
行
は
割
安
に
感
じ
ら
れ
ま
す
の
で
、
人
数

に
関
し
て
も
円
安
に
よ
る
押
し
上
げ
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
現
在
、
訪
日
旅
行
は
い
わ
ば
価
格
競
争
力
が
あ
る
状

況
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
際
的
な

ヒ
ト
の
移
動
の
制
限
が
な
け
れ
ば
、
あ
る
い
は
海
外
旅
行

に
行
こ
う
と
い
う
人
々
の
意
欲
さ
え
低
下
し
な
け
れ
ば
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
は
、
円
安
に
よ
る
押
し
上
げ
効
果
が

か
な
り
期
待
で
き
る
素
地
が
あ
る
状
態
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

ビ
ッ
グ
マ
ッ
ク
は
、
世
界
各
地
で
同
じ
も
の
が
ほ
ぼ
同

じ
品
質
で
売
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
通
貨
の
価
値
を
国

際
比
較
す
る
と
き
に
し
ば
し
ば
参
照
さ
れ
、「
ビ
ッ
グ

マ
ッ
ク
指
数
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど

お
話
し
し
た
円
安
に
加
え
て
、
各
国
で
は
日
本
よ
り
も
速

い
ペ
ー
ス
で
物
価
が
上
昇
し
て
い
る
現
状
も
あ
り
ま
す

が
、
ビ
ッ
ク
マ
ッ
ク
の
価
格
を
比
較
し
て
み
る
と
、
特
に

ア
メ
リ
カ
（
七
一
〇
円
）
や
ユ
ー
ロ
圏
（
六
五
七
円
）
よ

り
も
日
本
（
三
九
〇
円
）
の
ビ
ッ
グ
マ
ッ
ク
の
価
格
は
低

く
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
日
本
よ
り
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が

低
い
中
国
（
四
九
〇
円
）、
韓
国
（
四
八
三
円
）、
タ
イ

（
四
八
二
円
）
よ
り
も
低
い
水
準
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

も
、
円
安
が
続
く
中
で
訪
日
旅
行
は
割
安
だ
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
、
短
期
的
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
見
通
し
に
つ

い
て
見
て
き
ま
し
た
。
円
安
や
、
日
本
人
が
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
る
程
度
慣
れ
て
き
た
こ
と
は
プ
ラ
ス
要
因
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
一
方
で
、
日
本
の
水
際
対
策
が
ま
だ
厳

格
で
あ
る
こ
と
、
日
本
国
内
で
感
染
拡
大
（
第
七
波
）
が

続
い
て
い
る
こ
と
、
主
な
送
り
出
し
国
・
地
域
で
あ
る
東

ア
ジ
ア
で
の
感
染
状
況
が
芳
し
く
な
く
、
経
済
面
で
も
先

行
き
が
や
や
悪
い
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
面
、
日
本
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
は
急
速
な
回
復
が
見
込
め
る
状
況
で

は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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三
、
長
期
的
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
展
望

　

長
期
的
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
や
や
楽
観
的
に

考
え
て
お
り
ま
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
は
、
中
長
期

的
に
見
て
順
調
な
増
加
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
そ
の
順
調
に
増
加
す
る
需
要
を
う
ま
く
取
り

込
む
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
「
分
散
」
と
「
単
価
向
上
」

で
す
。
た
だ
し
、
明
る
い
面
だ
け
で
な
く
リ
ス
ク
に
も
注

意
が
必
要
で
す
。
一
つ
は
、
順
調
に
増
加
す
る
需
要
を
取

り
こ
ぼ
し
て
し
ま
う
「
供
給
制
約
」。
も
う
一
つ
は
、
需

要
自
体
が
急
減
少
し
て
し
ま
う
「
下
振
れ
リ
ス
ク
」
で

す
。
こ
れ
ら
二
つ
の
リ
ス
ク
も
含
め
、
長
期
的
な
展
望
に

つ
い
て
順
を
追
っ
て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
順
調
な
増
加
が
期
待
さ
れ
る

背
景
に
、
潜
在
的
な
送
り
出
し
国
・
地
域
に
お
い
て
、
経

済
的
に
も
人
口
面
で
も
成
長
が
予
想
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
よ
る
各
国
・
地
域
の
経
済
成
長
率
予
想
（
二

〇
二
二
～
二
七
年
）
に
よ
る
と
、
世
界
平
均
が
三
・
四
％

で
あ
る
の
に
対
し
、
コ
ロ
ナ
前
ま
で
ト
ッ
プ
送
り
出
し
国

だ
っ
た
中
国
は
四
・
九
％
、
地
理
的
に
比
較
的
近
く
、
今

後
訪
日
客
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ—

５
（
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
ベ

ト
ナ
ム
）
は
五
・
四
％
と
、
世
界
平
均
を
上
回
る
成
長
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
人
当
た
り
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
対
米
比
率
（
二
〇

一
九
年
）
を
見
て
み
る
と
、
中
国
は
経
済
成
長
が
著
し

く
、
ア
メ
リ
カ
の
覇
権
を
脅
か
す
存
在
で
あ
る
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
が
、
人
口
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
一
人
当
た
り

で
見
る
と
ア
メ
リ
カ
の
二
割
に
も
満
た
な
い
レ
ベ
ル
で

す
。
成
長
率
予
想
で
は
世
界
平
均
よ
り
も
低
い
韓
国
、
台

湾
、
香
港
も
四
～
八
割
程
度
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ—

５
に
至
っ

て
は
一
～
二
割
程
度
で
す
。
し
か
し
、
先
頭
を
走
る
ア
メ
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リ
カ
と
の
経
済
力
の
差
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
は
、
技
術

面
な
ど
で
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
る
余
地
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
国
・
地
域
は
そ
れ
だ
け
成
長
余

地
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。
現
時
点
で
は
、
ア
メ
リ
カ
と
比

べ
て
購
買
力
が
不
足
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
ま

す
が
、
こ
こ
で
は
長
期
的
に
見
て
成
長
余
地
が
あ
る
と
い

う
面
に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
経
済
規
模
の
拡
大
の
ほ
か
、
人
口
の
増
加
が

期
待
さ
れ
る
こ
と
も
潜
在
的
な
訪
日
需
要
の
拡
大
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

中
国
で
は
今
年
二
〇
二
二
年
を
ピ
ー
ク
に
徐
々
に
減
少

が
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン

を
中
心
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ—

５
諸
国
は
増
加
が
続
き
ま
す
。

韓
国
、
台
湾
、
香
港
を
加
え
た
九
つ
の
国
・
地
域
の
人
口

を
合
計
す
る
と
、
二
〇
三
〇
年
代
半
ば
ま
で
は
緩
や
か
な

増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
が
予
想
さ
れ
る
中
国
で
す
が
、
二
〇

二
〇
年
段
階
の
都
市
人
口
比
率
は
六
三
・
九
％
で
、
日
本

と
比
べ
る
と
こ
の
水
準
は
、
高
度
成
長
期
真
っ
た
だ
中
、

す
な
わ
ち
一
九
六
〇
年
代
並
み
の
低
さ
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
今
後
中
国
で
都
市
化
が
進
ん
で
中
間
層
に
厚
み
が
増

せ
ば
、
仮
に
人
口
が
減
少
し
た
と
し
て
も
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
潜
在
需
要
に
関
し
て
は
増
加
が
期
待
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
は
、
送
り
出
し

国
・
地
域
の
経
済
規
模
や
人
口
規
模
の
拡
大
を
背
景
に
成

長
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
わ
け
で
す
が
、
日
本
側

が
そ
れ
を
取
り
込
ん
で
い
く
た
め
に
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の

が
「
分
散
」
と
「
単
価
向
上
」
で
す
。

　

ま
ず
は
「
分
散
」
か
ら
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
一
つ
目
は
、
時
期
の
「
分
散
」
で
す
。

　

こ
の
グ
ラ
フ
は
、
訪
日
客
が
多
い
か
少
な
い
か
を
月
ご

と
に
見
た
も
の
で
、
一
を
超
え
る
と
平
均
よ
り
も
多
く
、

一
を
下
回
る
と
平
均
よ
り
も
少
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
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す
（
図
表
６
）。
全
国
籍
・
地
域
で
は
、
四
月
、
七
月
に

訪
日
客
が
多
い
一
方
、
九
月
、
一
一
月
、
一
二
月
は
少
な

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
中
国
に
関
し
て
は
、
六
～

九
月
に
か
け
て
多
い
一
方
で
、
冬
場
の
一
一
月
、
一
二
月

は
や
は
り
少
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
背
景
に
何
が

あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
い
い
ア
イ
デ
ア
が
な

く
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
主
体
と
す
る
観
光
関
連
業
種
に
お
い

て
、
こ
う
し
た
月
ご
と
の
変
動
を
極
力
小
さ
く
し
、
平
準

化
す
る
こ
と
は
必
要
か
つ
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

基
本
的
に
、
観
光
業
を
は
じ
め
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
で

は
、
需
要
さ
れ
る
時
期
と
供
給
す
る
時
期
が
一
致
し
ま
す

が
、
逆
に
製
造
業
で
は
、
必
ず
し
も
そ
れ
が
一
致
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
皆
さ
ん
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
は
「
で
き
た
て
ホ
ヤ
ホ
ヤ
」
で
あ
る
必
要
は
な

く
、
需
要
と
供
給
の
時
期
が
ず
れ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
は

在
庫
で
調
整
で
き
ま
す
。
し
か
し
サ
ー
ビ
ス
業
に
は
、
一

図表６

訪日客数が多い月／少ない月（月ごとの季節指数） 

0.7

0.8

0.9

1.0

1.1

1.2

1.3

1.4

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

全国籍・地域

（参考）中国

（月）

↑ 平均よりも訪日客が多い月

↓ 平均よりも訪日客が少ない月

（平均＝1.0）

（注）�　2012年１月～19年12月までを対象に試算した季節指数について、各
月2015～19年の平均

〔出所〕�　日本政府観光局（JNTO）「訪日外客数・出国日本人数」より作成



60―　　―

証券レビュー　第62巻第10号

般
的
に
即
時
性
と
言
わ
れ
る
特
性
が
あ
る
た
め
、
需
要
は

平
準
化
し
た
ほ
う
が
稼
働
率
が
上
が
り
、
生
み
出
し
た
付

加
価
値
を
労
働
投
入
で
割
っ
て
得
ら
れ
る
生
産
性
も
、
計

算
上
、
上
昇
す
る
わ
け
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
グ
ラ

フ
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
月
ご
と
の
需
要
の
ば
ら
つ
き
は
で

き
る
だ
け
平
準
化
す
る
ほ
う
が
、
今
後
増
加
が
見
込
ま
れ

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
効
率
よ
く
取
り
込
ん
で
い
く
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
送
り
出
し
国
・
地
域
の
「
分
散
」
で
す
。

こ
ち
ら
は
、
先
ほ
ど
と
は
や
や
色
合
い
が
異
な
り
、
需
要

を
う
ま
く
取
り
込
む
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
リ
ス
ク
を
分

散
さ
せ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
を
健
全
に
成
長
さ
せ
て
い

く
た
め
に
必
要
だ
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
グ
ラ
フ
は
い
ず
れ
も
コ
ロ
ナ
前
（
二
〇
一
九
年
）

の
も
の
で
、
左
が
国
籍
・
地
域
別
訪
日
外
客
数
、
右
が
国

籍
・
地
域
別
訪
日
外
国
人
旅
行
消
費
額
で
す
（
図
表
７
）。

訪
日
客
で
は
八
四
・
一
％
、
消
費
額
で
は
七
一
・
六
％
を

図表７

中国

1.8兆円

台湾

0.6兆円韓国

0.4兆円
香港

0.4兆円

タイ

0.2兆円

ベトナム

0.1兆円

シンガポール

0.1兆円

米国

0.3兆円

オーストラリア

0.2兆円

英国

0.1兆円 その他

0.8兆円

訪日外国人

旅行消費額

4.8兆円

（2019年）

アジア主要国・地域が

消費額の71.6%を占める

国籍・地域別訪日外国人旅行消費額 国籍・地域別訪日外客数 

中国

959万人

韓国

558万人

台湾

489万人

香港

229万人

その他アジア

446万人

ヨーロッパ計

199万人

米国

172万人

オーストラリア

62万人

その他

73万人

訪日外客数

3188万人

（2019年）

アジアからの訪日客が

全体の84.1%を占める

〔出所〕�　日本政府観光局（JNTO）「訪日外客数・
出国日本人数」

〔出所〕�　観光庁「訪日外国人消費動向調査」
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ア
ジ
ア
が
占
め
、
現
状
に
お
い
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
は

ア
ジ
ア
に
偏
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
地
理
的
に
近
く
訪

日
し
や
す
い
た
め
、
当
然
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で

偏
っ
て
い
る
と
、
ア
ジ
ア
地
域
で
生
じ
る
リ
ス
ク
に
対
し

て
非
常
に
脆
弱
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
回
の
新
型
コ

ロ
ナ
は
全
世
界
的
な
も
の
で
し
た
の
で
、
ア
ジ
ア
に
偏
っ

て
い
る
か
否
か
で
影
響
は
そ
ん
な
に
変
わ
ら
な
か
っ
た
か

と
思
い
ま
す
が
、
同
じ
感
染
症
で
も
、
例
え
ば
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

の
よ
う
に
ア
ジ
ア
を
中
心
に
広
が
る
も
の
で
す
と
、
今
の

ア
ジ
ア
偏
重
の
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
か
な
り
大
き
な

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
場
合
、
ほ
か
の
地
域
か
ら
の
訪
日
需
要
を
高
め
る
こ

と
、
す
な
わ
ち
国
・
地
域
の
「
分
散
」
を
高
め
る
こ
と
で

リ
ス
ク
を
軽
減
し
、
安
定
的
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
後
ほ
ど
詳
し
く
述
べ
ま
す
が
、
欧
米
か
ら
の
訪

日
客
の
ほ
う
が
一
人
当
た
り
消
費
額
が
多
い
傾
向
に
あ
り

ま
す
の
で
、
国
・
地
域
の
「
分
散
」
を
高
め
る
こ
と
は
、

間
接
的
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
の
規

模
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
国
内
／
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
「
分
散
」
で

す
。
こ
ち
ら
も
、
市
場
を
拡
大
さ
せ
る
た
め
と
い
う
よ
り

は
、
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
と
い
う
色
合
い
が
強
い
も
の

で
す
。

　

都
道
府
県
別
外
国
人
観
光
客
比
率
（
二
〇
一
九
年
）
に

つ
い
て
見
て
み
る
と
、
全
国
平
均
は
一
九
・
四
％
で
す

が
、
と
り
わ
け
京
都
、
大
阪
、
東
京
、
北
海
道
、
沖
縄
は

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
比
率
が
高
い
一
方
で
、
福
島
、
福
井
、
島

根
、
山
口
な
ど
、
か
な
り
低
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
一
概
に
高
い
か
ら
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
当
然
、
低
過
ぎ
る
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
恩
恵
を
受

け
ら
れ
な
い
わ
け
で
す
が
、
逆
に
高
過
ぎ
る
と
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
が
も
た
ら
す
リ
ス
ク
に
大
き
く
さ
ら
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
が
大
事
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
い
く
中
で
も
、

日
本
人
の
国
内
旅
行
も
同
時
に
し
っ
か
り
受
け
入
れ
て
い

く
こ
と
が
観
光
関
連
事
業
者
に
と
っ
て
重
要
だ
と
考
え
ま

す
。

　

次
に
、「
単
価
向
上
」
で
す
。

　

冒
頭
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
コ
ロ
ナ
前
ま
で
の
日
本
で

は
、
二
〇
一
六
年
の
「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
訪
日
客
四
〇

〇
〇
万
人
、
消
費
額
八
兆
円
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
ま

し
た
が
、
ど
う
し
て
も
訪
日
客
四
〇
〇
〇
万
人
の
ほ
う
に

注
目
が
集
ま
り
が
ち
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
日
本
経
済
に
と
っ
て
本
当
に
重
要
な
の
は
実
際
に
使

わ
れ
る
お
カ
ネ
で
す
。
こ
の
消
費
額
を
増
や
す
に
は
、
訪

日
客
数
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
一
人
当
た
り
の
消
費

額
、
す
な
わ
ち
単
価
を
高
め
る
方
向
性
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

需
要
に
関
し
て
は
、
今
後
順
調
に
増
加
し
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
一
方
で
、
後
ほ
ど
詳
し
く
お
話
し
し
ま
す

が
、
供
給
側
に
は
限
界
が
来
る
と
い
う
懸
念
が
あ
り
、
ど

こ
ま
で
も
訪
日
客
が
増
え
て
い
く
こ
と
を
求
め
る
の
は
あ

ま
り
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
訪
日
客

の
誘
致
と
同
時
に
単
価
を
高
め
る
、
す
な
わ
ち
、
量
だ
け

で
な
く
質
も
追
求
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
「
単
価
向
上
」
の
た
め
に
は
、
大
き
く
三
つ
、
目
指
す

べ
き
方
向
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
体
験
型
の
「
コ
ト
消
費
」
の
拡
大
で
す
。

二
〇
一
九
年
の
訪
日
外
国
人
一
人
当
た
り
消
費
支
出
平
均

一
五
・
九
万
円
の
支
出
の
う
ち
、
コ
ト
消
費
に
当
た
る
支

出
は
六
〇
〇
〇
円
程
度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
に
拡

大
余
地
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
購
入
率
は

高
い
け
れ
ど
も
単
価
が
低
い
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
美
術
館
な

ど
は
付
加
価
値
を
高
め
て
単
価
を
引
き
上
げ
る
。
逆
に
、

単
価
は
高
い
け
れ
ど
も
購
入
率
の
低
い
ゴ
ル
フ
場
、
ス

キ
ー
場
、
舞
台
・
音
楽
鑑
賞
な
ど
は
集
客
を
強
化
す
る
。
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こ
う
い
っ
た
こ
と
を
通
じ
て
娯
楽
等
サ
ー
ビ
ス
の
幅
を
ど

ん
ど
ん
増
や
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
全
体
の
消
費
額
を

増
や
す
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
、
付
加
価
値
の
高
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
含
む
訪
日
旅
行
の

推
進
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
先
ほ
ど
触
れ
た
よ
う
に
、
も
と
も
と
単
価

が
高
い
欧
米
か
ら
の
訪
日
客
の
誘
致
強
化
で
す
。
国
籍
・

地
域
別
一
人
当
た
り
消
費
支
出
平
均
一
五
・
九
万
円
に
対

し
、
欧
米
先
進
国
は
軒
並
み
そ
れ
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
国
は
地
理
的
に
遠
く
、
一
回
来
た
ら
長

く
滞
在
す
る
の
で
消
費
額
も
多
い
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
所

得
水
準
が
高
い
か
ら
単
価
が
高
い
と
い
う
の
が
そ
の
要
因

か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
先
進
国
は
体
験
型
消
費
へ

の
関
心
が
高
い
と
い
う
特
徴
も
あ
り
ま
す
。
単
価
が
高
い

訪
日
客
の
割
合
が
高
ま
れ
ば
、
一
つ
目
に
挙
げ
た
体
験
型

消
費
も
盛
り
上
が
り
ま
す
し
、
ひ
い
て
は
全
体
の
平
均
も

引
き
上
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
、
順
調
な
増
加
が
見
込
ま
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
を
う
ま
く
取
り
込
み
、
リ
ス
ク
を
軽
減
し
つ
つ
、
健
全

に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
を
拡
大
し
て
い
く
た
め
の
日
本
の

取
り
組
み
と
し
て
、「
分
散
」
と
「
単
価
向
上
」
に
つ
い

て
お
話
し
し
て
き
ま
し
た
が
、
最
後
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
の
増
加
を
阻
む
「
供
給
制
約
」
と
、
需
要
の
腰
折
れ

を
招
く
「
下
振
れ
リ
ス
ク
」
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、「
供
給
制
約
」
の
一
つ
目
は
、
人
手
不
足
で

す
。
こ
の
人
手
不
足
に
は
二
種
類
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

し
て
、
こ
ち
ら
は
い
わ
ば
相
対
的
な
人
手
不
足
で
す
（
図

表
８
）。

　

左
の
グ
ラ
フ
で
は
、
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
と
生

活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、
娯
楽
業
を
含
む
対
面
型
サ
ー
ビ
ス

業
の
就
業
者
の
月
ご
と
の
動
き
、
右
の
グ
ラ
フ
で
は
、
そ
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れ
以
外
の
業
種
の
就
業
者
の
月
ご
と
の
動
き
を
示
し
て
い

ま
す
。

　

対
面
型
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
い
て
は
、
二
〇
二
〇
年
四
月

に
落
ち
込
ん
で
以
降
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
も
ず
っ
と
低

迷
し
、
コ
ロ
ナ
前
の
二
〇
一
九
年
に
遠
く
届
か
な
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
単
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
「
蒸
発
」
だ

け
で
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
行
動
制
限
で
最
も
打
撃

が
大
き
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
一
方
、
そ
れ
以
外
の
業
種

の
就
業
者
数
は
、
今
年
に
入
っ
て
以
降
、
過
去
三
年
と
比

べ
て
も
か
な
り
就
業
者
数
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

三
月
後
半
に
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
全
国
で
全
面
的

に
解
除
さ
れ
た
後
、
政
府
に
よ
る
行
動
制
限
が
全
く
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
経
済
活
動
全
体
が
回
復
し
て
き

て
い
る
こ
と
を
反
映
し
た
形
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
就
業
者
に
関
し
て
は
、
対
面
型
サ
ー
ビ

ス
業
以
外
の
業
種
が
先
に
吸
収
し
、
か
つ
、
足
元
の
失
業

率
は
二
％
台
半
ば
で
過
去
と
比
べ
て
も
か
な
り
低
い
の

図表８

就業者（対面型サービス業以外） 就業者（対面型サービス業） 

580

600

620

640

660

680

700

720

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2019年 2020年

2021年 2022年

（万人）

（月）

5980

6000

6020

6040

6060

6080

6100

6120

6140

6160

6180

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2019年 2020年

2021年 2022年

（万人）

（月）

（注）�　対面型サービス業は、「宿泊業、飲食サービス業」と「生活関連サービス業、娯楽業」の合計
〔出所〕�　総務省「労働力調査」
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で
、
仮
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
戻
り
、
対
面
型
サ
ー
ビ

ス
業
へ
の
需
要
が
一
気
に
回
復
し
て
も
、
就
業
者
を
か
き

集
め
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
一
時
的
に

人
手
不
足
に
陥
っ
て
、
そ
の
需
要
を
う
ま
く
取
り
込
め
な

い
状
況
が
生
じ
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
も
う
少
し

長
い
目
で
見
る
と
、
需
要
が
回
復
す
れ
ば
、
労
働
力
も
そ

れ
に
応
じ
て
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
の
人
手
不
足
は
短
期
的
な
供
給
制
約
と
言
え
ま

す
。

　

次
に
挙
げ
る
人
手
不
足
は
、
よ
り
中
長
期
的
に
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
の
成
長
を
阻
む
も
の
で
す
。

　

こ
の
グ
ラ
フ
は
、
労
働
力
人
口
（
就
業
の
意
思
の
あ
る

人
）
と
生
産
年
齢
人
口
（
一
五
～
六
四
歳
）
の
推
移
で
、

い
ず
れ
も
二
〇
二
二
年
以
降
は
当
社
に
よ
る
推
計
値
で
す

（
図
表
９
）。
生
産
年
齢
人
口
は
、
少
子
化
が
進
む
中
、
一

九
九
五
年
の
八
七
二
六
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
が
続
い
て

お
り
、
今
後
も
こ
の
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
い

図表９

労働力人口と生産年齢人口の推移 

2024年
6933万人

1995年
8726万人

6000

6500

7000

7500

8000

8500

9000

1990 92 94 96 98 2000 02 04 06 08 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30

労働力人口

生産年齢人口

（万人）

（年）

予測

（注）�　2022年以降が予測。当社「中期予測」について、2020、21年の実績を更
新したうえで、各年の変化率を固定して再試算したもの

〔出所〕�　三菱UFJリサーチ&コンサルティング調査部「日本経済の中期見通し
（2021～2030年度）」より
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ま
す
。
労
働
力
人
口
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
一
〇
年
ほ
ど
、

女
性
の
社
会
参
加
や
、
定
年
延
長
な
ど
で
高
齢
者
が
労
働

市
場
に
残
る
場
合
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
時
的
に

増
加
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
ま
す
。
し
か
し
、
労
働

力
人
口
の
基
盤
と
な
る
生
産
年
齢
人
口
が
ど
ん
ど
ん
減
っ

て
い
る
た
め
、
労
働
力
人
口
も
向
こ
う
二
～
三
年
で
減
少

に
転
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
当
社
の
予
測
で
は
、

二
〇
二
四
年
が
ピ
ー
ク
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
長
期
的
に
労
働
力
が
減
少
す
る
中
で
は
、

宿
泊
業
や
飲
食
業
と
い
っ
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
関
連
の
業
種

で
も
、
人
手
不
足
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
取
り
こ
ぼ
す

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
別
の
供
給
制
約
と
し
て
、
ホ
テ
ル
不
足
に

つ
い
て
も
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ホ
テ
ル
の
客
室
稼
働
率
は
、
コ
ロ
ナ
前
（
二
〇
一
九

年
）
ま
で
は
、
小
幅
で
は
あ
る
も
の
の
、「
シ
テ
ィ
ホ
テ

ル
」「
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
」「
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
」
の
い
ず

れ
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
宿
泊
者
数

が
増
加
す
る
中
で
客
室
数
の
増
加
が
間
に
合
っ
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
に
向
け
た
ホ
テ
ル
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
、
一
時
的
に
ホ

テ
ル
の
供
給
過
剰
が
指
摘
さ
れ
る
状
況
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
足
元
で
も
、
今
年
三
月
時
点
の
客
室
数
は
一
七
四

万
室
と
、
二
〇
二
〇
年
三
月
か
ら
五
・
七
％
増
加
し
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
ホ
テ
ル
不
足
に
関
し
て
は
、
す
ぐ

に
供
給
制
約
と
し
て
出
て
く
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
長
期
的
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
順
調
に
増

加
す
る
中
で
供
給
制
約
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
注

意
し
て
見
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
は
増
加
す
る
も
の
の
、
そ
れ
を
吸

収
し
切
れ
な
い
の
が
「
供
給
制
約
」
で
す
が
、
こ
こ
か
ら

は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
そ
の
も
の
が
一
気
に
縮
小
す
る

「
下
振
れ
リ
ス
ク
」
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
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す
。

　

一
つ
目
は
、
感
染
症
リ
ス
ク
で
す
。
世
界
的
な
流
行
だ

け
で
な
く
地
域
的
な
流
行
、
特
に
訪
日
客
の
多
い
ア
ジ
ア

で
の
流
行
が
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
下
押
し
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

感
染
症
が
流
行
す
る
こ
と
で
二
つ
の
リ
ス
ク
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
一
つ
は
、
訪
日
客
が
途
絶
す
る
リ
ス
ク
で
す
。

入
国
規
制
や
水
際
対
策
で
外
国
人
が
日
本
に
入
っ
て
こ
ら

れ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ち
ら
は
想
像
し
や
す
い

か
と
思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
潜
在
的
な
訪
日
客
の
旅

行
意
欲
が
そ
が
れ
る
リ
ス
ク
で
す
。
目
に
は
見
え
な
い
も

の
の
ジ
ワ
ジ
ワ
効
い
て
く
る
リ
ス
ク
で
、
具
体
的
に
三
つ

の
経
路
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
政
策
面
で
す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
感
染

症
の
流
行
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
面
が
あ
る
た
め
、

入
国
規
制
や
水
際
対
策
と
い
っ
た
防
疫
措
置
は
、
感
染
状

況
に
応
じ
て
、
そ
の
都
度
急
に
変
更
し
た
り
強
化
し
た
り

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
領
域
で
す
。
こ
う
い
っ
た
不
透

明
性
や
不
確
実
性
、
す
な
わ
ち
、
予
定
し
て
い
た
の
に
急

な
規
制
強
化
等
に
よ
っ
て
行
け
な
く
な
る
場
合
を
考
慮
し

て
、
そ
も
そ
も
訪
日
旅
行
を
企
画
し
な
く
な
る
人
も
出
て

く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
送
り
出
し
国
・
地
域
の
景
気
後
退
で
す
。

皆
さ
ん
も
実
感
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
感

染
症
の
拡
大
に
よ
っ
て
経
済
活
動
が
停
滞
し
、
景
気
が
後

退
す
る
と
、
不
透
明
な
先
行
き
に
備
え
て
貯
蓄
を
厚
く
す

る
こ
と
で
消
費
性
向
が
低
下
し
、
娯
楽
へ
の
支
出
も
減
少

す
る
。
ま
た
、
失
業
に
よ
る
可
処
分
所
得
の
減
少
で
日
本

へ
の
旅
行
を
控
え
る
と
い
っ
た
動
き
が
出
る
懸
念
も
あ
り

ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
評
判
リ
ス
ク
で
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
、
日
本
で
は
、
欧
米
諸
国
や
中
国
の
よ
う
に
強
制

的
な
行
動
制
限
措
置
は
と
ら
れ
ず
、
あ
る
意
味
、「
空
気

を
読
む
」
こ
と
や
自
粛
主
体
の
感
染
対
策
が
行
わ
れ
ま
し
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た
。
そ
れ
自
体
の
よ
し
あ
し
は
別
と
し
て
も
、
実
際
に
日

本
の
死
者
数
が
他
国
と
比
べ
て
か
な
り
少
な
い
こ
と
を
考

え
る
と
、
私
自
身
は
評
価
す
る
立
場
に
も
あ
り
ま
せ
ん

し
、
知
識
も
不
足
し
て
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

及
第
点
が
与
え
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
社
会
に
通
底
す
る
「
暗

黙
の
了
解
」
を
共
有
し
て
い
な
い
外
国
人
に
と
っ
て
は
、

日
本
の
「
空
気
を
読
む
」「
自
粛
」
と
い
う
考
え
方
は
わ

か
り
に
く
い
で
す
し
、
少
し
言
い
過
ぎ
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
不
気
味
で
す
ら
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、「
日
本
人
は
外
国
人
に
厳
し
い
」「
外
国
人
に
は
適
応

で
き
な
い
」
と
い
っ
た
風
評
が
広
が
り
、
訪
日
を
避
け
よ

う
と
す
る
動
き
が
出
る
可
能
性
も
な
く
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

下
振
れ
リ
ス
ク
の
二
つ
目
は
、
観
光
版
「
エ
コ
ノ
ミ
ッ

ク
・
ス
テ
イ
ト
ク
ラ
フ
ト
」
で
す
。
こ
の
動
き
に
も
注
意

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
よ
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、「
エ
コ

ノ
ミ
ッ
ク
・
ス
テ
イ
ト
ク
ラ
フ
ト
」
と
は
、
政
治
的
目
的

を
達
成
す
る
た
め
、
経
済
的
手
段
を
用
い
て
他
国
に
影
響

力
を
行
使
す
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
経
済
制
裁
、
中
国

に
よ
る
対
日
レ
ア
ア
ー
ス
禁
輸
（
二
〇
一
〇
年
）、
米
国

に
よ
る
中
国
企
業
の
５
Ｇ
開
発
排
除
な
ど
が
代
表
的
な
も

の
で
す
。

　

こ
れ
が
観
光
領
域
で
用
い
ら
れ
た
場
合
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
需
要
は
急
縮
小
し
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
る
わ
け
で
す

が
、
過
去
、
実
際
に
中
国
が
発
動
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一

七
年
、
韓
国
に
よ
る
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
（
終
末
高
高
度
防
衛
ミ

サ
イ
ル
）
配
備
へ
の
対
抗
手
段
と
し
て
韓
国
へ
の
団
体
旅

行
を
禁
止
し
ま
し
た
し
、
二
〇
一
九
年
に
は
、
翌
年
の
台

湾
総
統
選
を
控
え
、
蔡
英
文
総
統
（
民
進
党
）
の
再
選
を

阻
止
す
る
た
め
、
台
湾
へ
の
個
人
旅
行
を
禁
止
し
ま
し

た
。
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こ
の
よ
う
な
渡
航
禁
止
措
置
を
中
国
や
他
の
国
が
日
本

に
対
し
て
用
い
た
場
合
、
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
も

急
縮
小
し
て
し
ま
う
わ
け
で
す
が
、
観
光
全
体
に
占
め
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
割
合
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
占
め
る
一
つ

の
国
・
地
域
の
割
合
が
高
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
影
響
は
大

き
く
な
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
ら
の
割
合
を
極
力
高
め
な
い

こ
と
が
リ
ス
ク
回
避
に
つ
な
が
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

観
光
版
「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ス
テ
イ
ト
ク
ラ
フ
ト
」
へ
の

対
処
と
し
て
は
、
国
内
／
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
「
分
散
」
や

国
・
地
域
の
「
分
散
」
が
有
効
と
言
え
ま
す
。

　

下
振
れ
リ
ス
ク
の
三
つ
目
は
、
観
光
公
害
で
す
。
観
光

公
害
と
は
、
観
光
が
周
辺
住
民
や
社
会
に
も
た
ら
す
弊
害

の
こ
と
で
、「
観
光
客
受
け
入
れ
の
た
め
の
過
度
な
開

発
、
外
部
性
」
と
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
二
つ
に

大
き
く
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
観
光
公
害
と
イ

コ
ー
ル
と
し
て
言
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
に
着
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
観
光
地
に
殺
到
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ご
み
が
放
置
さ
れ
た
り
、
公
共
交
通
機
関
が
過

度
に
混
雑
し
た
り
す
る
の
が
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
で

す
。
そ
う
な
る
と
観
光
地
の
魅
力
は
減
じ
て
し
ま
う
た

め
、
下
振
れ
リ
ス
ク
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
に
関
し

て
も
や
は
り
「
分
散
」
が
必
要
で
す
。
観
光
客
が
来
る
時

期
の
「
分
散
」
や
、
京
都
、
大
阪
、
東
京
、
北
海
道
、
沖

縄
だ
け
で
な
く
、
海
外
の
方
に
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
観
光

地
を
魅
力
的
に
捉
え
て
も
ら
え
る
よ
う
開
発
を
進
め
る
こ

と
で
目
的
地
を
「
分
散
」
さ
せ
る
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
が

観
光
公
害
の
影
響
緩
和
に
有
効
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
今
日
の
内
容
を
簡
単
に
振
り
返
り
つ
つ
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
関
連
の
事
業
者
と
政
府
が
や
る
べ
き
こ
と
を

ま
と
め
て
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
振
興
は
日
本
に
と
っ
て
重
要
で
す
。
し

か
し
足
元
に
お
い
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
は
コ
ロ
ナ
禍
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で
「
蒸
発
」
し
て
お
り
、
短
期
的
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
状

況
を
勘
案
す
る
と
、
一
気
に
回
復
す
る
こ
と
は
当
面
見
込

め
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
事
業
者
と
し
て

は
、
国
内
需
要
を
取
り
込
ん
で
何
と
か
急
場
を
し
の
ぐ
。

政
府
と
し
て
は
、
国
内
外
の
感
染
状
況
を
に
ら
み
な
が
ら

水
際
対
策
を
段
階
的
に
緩
和
し
て
い
く
。

　

一
方
、
長
期
的
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
は
順
調
な

増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
の
需
要
を
し
っ
か
り
取
り
込

む
た
め
に
は
「
分
散
」
と
「
単
価
向
上
」
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
供
給
制
約
や
下
振
れ
リ
ス
ク

に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
事
業
者
と
し
て

は
、
リ
ス
ク
に
対
し
て
頑
健
な
「
分
散
」
の
追
求
と
「
単

価
向
上
」
に
取
り
組
む
。
政
府
と
し
て
は
、
よ
り
マ
ク
ロ

な
視
点
か
ら
、
下
振
れ
リ
ス
ク
の
顕
在
化
を
未
然
に
防
止

し
た
り
、
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
は
駆
け
足
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
か
ら
は
以
上
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
増
井
理
事
長　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
に
つ
い
て
、
将
来

明
る
い
見
通
し
も
あ
り
な
が
ら
、
一
方
で
非
常
に
難
し
い

問
題
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
大
変
わ
か
り
や
す
く

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

若
干
お
時
間
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
意
見
、
御
質
問
等

お
受
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

す
ぐ
に
は
出
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
私
か
ら
素
人
質
問

で
恐
縮
で
す
が
、
ど
の
国
の
観
光
地
も
、
同
じ
よ
う
な
リ

ス
ク
を
抱
え
、
同
じ
よ
う
な
悩
み
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
日
本
だ
け
が
い
い
目
を
見
る
と
い
う
の
は
な

か
な
か
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
何
か
起
こ
っ
て
も

な
る
べ
く
日
本
に
来
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
と
い
い
ま
す

か
、
国
際
的
な
観
光
地
間
の
競
争
と
い
う
観
点
か
ら
何
か

お
話
し
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

○
丸
山　

例
え
ば
感
染
症
リ
ス
ク
に
関
し
て
は
、
多
く
の
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観
光
客
が
来
て
い
る
中
国
な
ど
東
ア
ジ
ア
の
国
々
、
ま
た

東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
か
ら
見
て
も
、
日
本
は
衛
生
面
で
か

な
り
優
位
に
あ
り
ま
す
の
で
、
衛
生
面
で
非
常
に
安
全
・

安
心
と
い
う
点
を
し
っ
か
り
打
ち
出
す
こ
と
が
、
日
本
に

と
っ
て
一
つ
強
み
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

観
光
公
害
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
で
は
リ
ス
ク
と
し
て
挙

げ
ま
し
た
が
、
二
〇
一
八
年
に
観
光
庁
が
「
持
続
可
能
な

観
光
推
進
本
部
」
を
設
置
し
た
際
、
国
土
交
通
政
策
研
究

所
と
と
も
に
実
施
し
た
調
査
に
お
い
て
は
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
弊
害
を
感
じ
て
い
る
割
合
は
他
国
よ

り
も
か
な
り
低
く
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
リ
ス
ク
と
し
て
顕
在

化
し
て
い
な
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。
そ
の
背
景
と
し

て
、
日
本
の
国
土
に
対
し
て
三
〇
〇
〇
万
人
程
度
し
か
訪

日
客
が
来
て
い
な
い
、
す
な
わ
ち
オ
ー
バ
ー
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
な
ぜ
日
本
で
は
他
国

の
よ
う
に
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
問
題
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
。
そ
こ
を
も
う
少
し
突
き
詰
め
て

考
え
て
い
っ
た
先
に
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
応
す

る
た
め
の
方
策
み
た
い
な
も
の
が
見
つ
か
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
私
が
や
れ
と
い
う
話
か
と
思
い
ま
す

が
、
今
の
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
答
え
は
出
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

○
増
井
理
事
長　

日
本
の
観
光
業
は
超
富
裕
層
に
対
す
る

サ
ー
ビ
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
と
い
う
批
判
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
ど
う
対
応
し
た
ら
い
い
と

お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

○
丸
山　

そ
の
あ
た
り
の
問
題
意
識
は
か
な
り
共
有
さ
れ

て
お
り
ま
し
て
、
コ
ロ
ナ
の
さ
な
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、

京
都
な
ど
に
超
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
が
幾
つ
か
で
き

た
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
実
際
に
対
応
は
進
ん
で
い
る
と

こ
ろ
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
で
あ
ま
り
注
目
を

集
め
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
カ
ジ
ノ
と
い
っ
た
も
の
も
、

総
合
的
に
見
て
い
い
か
ど
う
か
と
い
う
話
は
別
と
し
て
、

超
富
裕
層
を
取
り
込
む
と
い
う
観
点
で
は
有
効
か
と
思
い
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ま
す
。

○
増
井
理
事
長　

ほ
か
に
御
質
問
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う

か
。
―
―
そ
れ
で
は
、
こ
の
あ
た
り
で
本
日
の
「
資
本
市

場
を
考
え
る
会
」
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
将
来
と
い
う
こ
と
で
、
お

話
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
丸
山
様
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

（
ま
る
や
ま　

け
ん
た
・
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
調
査
部
研
究
員
）

（
本
稿
は
、
令
和
四
年
九
月
七
日
に
開
催
し
た
講
演
会
で
の
要

旨
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
り
、
文
責
は
当
研
究
所
に
あ
る
。
）
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コロナ禍からの回復を目指すインバウンド市場の展望

　　丸　山　健　太　氏

略　　歴

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング㈱調査・開発本部　調査部　研究員
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2018年　三菱UFJリサーチ＆コンサルティング入社
　　　　�調査部にてエコノミストとして活動。主に日本と中国のマクロ経済動向、

経済政策、政治情勢などについて調査・研究を行う
北京大学国際関係学院法学学士（双学位、2016年）

保有資格
日本証券アナリスト協会検定会員
HSK6級

主な著書・論文
2022/３　�「『まん延防止』全面解除　宿泊・飲食サービスが急回復　７月前には

『GoTo』再開も」『週刊エコノミスト』（毎日新聞出版）
2021/10　�「中国７～９月期GDP　プラス幅が大きく縮小　コロナ・資源高が響く」

『週刊エコノミスト』（毎日新聞出版）
2021/11　�「中国　需給窮迫と環境政策で石炭枯渇　電力不足慢性化で成長力低下

も」『週刊エコノミスト』（毎日新聞出版）
2021/10　�「中国７～９月期GDP　プラス幅が大きく縮小　コロナ・資源高が響く」

『週刊エコノミスト』（毎日新聞出版）
2021/06～08　�「〈連載セミナー〉中国経済の隠れたリスク（全６回）」『週刊金融財

政事情』　（金融財政事情研究会）
2021/03　�「国内観光業がコロナ前の水準を取り戻すための必要条件」『週刊金融財

政事情』　（金融財政事情研究会）
毎月一回、「中国景気概況」をHPにて公表
四半期に一回、『MUFG�BK�中国月報』（三菱UFJ銀行　国際業務部）の「経済」へ
寄稿
その他、不定期でHPにレポートを公開


